
平成 2１ 年 度 学校評価

島 根 県 立 横 田 高 等 学 校
学校経営方 針

奥 出 雲 町 唯 一 の 県 立 学 校 と し て の 使 命 を 常 に 自 覚 し 、 生 徒 一 人 ひ と り の ニ ー ズ や 抱 え る 課 題 を 把 握 し な が ら 、 生 徒 、 保 護 者 あ る い は
地 域 の 要 請 、 期 待 に 応 え ら れ る よ う な 教 育 活 動 を 教 育 目 標 『 耕 心 培 学 』 の も と に 、 学 校 組 織 全 体 で 展 開 す る 。
同 時 に 地 域 の 学 校 と し て 学 校 の 存 在 生 徒 の 存 在 が 地 域 の 活 力 の 原 動 力 と な る よ う 開 か れ た 学 校 を 推 し 進 め 学 校 の 元「 」 、 、 「 」 、 「

気 」 を 地 域 に 発 信 し て い く 。

内 部 学 校 関 係 者 評 価 （ 名 ）7
本 年 度 の 重 点 目 標 目 標 達 成 の た め の 方 策 評 価 指 標 評 価 改 善 策
目 標 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 意 見 等

生 徒 一 人 教 員 の 授 ① 生 徒 に よ る 授 業 評 価 生 徒 に よ る 授 業 評 価 ・ 生 徒 の 満 足 度 ・ 質 の 高 い 授 業 を 目 指80
一 人 の 学 業 力 の 向 ％ 以 上 の 肯 定 的 評 価 Ａ ６ １ が 重 要 。 さ ら な す た め の 、 質 問 項 目 や
力 の 向 上 上 る 努 力 を 期 待 す 数 値 目 標 を 設 定 す る 。

る 。

② 授 業 公 開 と 他 校 (含 教 員 全 員 の 授 業 公 開 ・ レ ベ ル の 維 持 ・ 教 科 レ ベ ル で の 中 高
〃 中 学 校 )ま た は 他 教 他 校 ま た は 他 教 科 の 授 を 期 待 す る 。 の 授 業 参 観 の 交 流 の 実

科 の 授 業 参 観 業 参 観 を 以 上 の 教 Ａ ６ １ ・ 授 業 の 関 係 も 施 。80%
中 高 連 携 月 間 で の 中 員 が 行 う あ り 中 学 か ら 多 ・ 予 備 校 と 連 携 し て の
高 教 員 の 連 携 、 交 流 数 の 教 員 が 出 か 授 業 力 向 上 の 可 能 性 を

け ら れ な い の が 模 索 す る 。
残 念 。

学 習 習 慣 ③ 家 庭 学 習 時 間 調 査 を 日 の 家 庭 学 習 時 間 ・ 別 記 ・ ス ケ ジ ュ ー ル ノ ー ト1 1、
の 確 立 年 回 行 う 。 時 間 以 上 が 全 校 生 徒 の を 持 た せ て 指 導 す る な3

％ 以 上 Ｃ ２ ５ ど 、 先 を 見 通 し た 学 習90
２ 時 間 以 上 が 全 校 生 徒 力 の 育 成 を 図 る 。
の ％ 以 上50

進 路 目 標 ④ 進 路 説 明 会 ・ み ち 計 画 通 り に 実 施 で き た ・ 毎 年 す ば ら し ・ ３ 年 間 を 見 通 し 、 計「
設 定 の た し る べ 」 の 発 行 ・ 企 か 。 い も の が で き て 画 的 な 進 路 ガ イ ダ ン ス
め の 支 援 業 訪 問 ・ 進 路 に 関 す 保 護 者 、 教 職 員 ア ン ケ お り 、 職 務 多 端 や 大 学 等 の 模 擬 授 業 の

る 個 人 面 談 の 実 施 、 ー ト に よ り ％ 以 上 Ａ ７ の 折 先 生 方 の 尽 実 施80
及 び オ ー プ ン キ ャ ン の 肯 定 的 評 価 力 に 感 謝 す る 。 ・ 卒 業 生 就 職 先 訪 問 や
パ ス 、 各 種 体 験 学 習 ・ １ 、 ２ 年 へ の 関 係 の あ る 企 業
を 通 し た 進 路 情 報 の 動 機 づ け が 大 切 を 巡 る と と も に 新 規 企
提 供 で あ る 。 業 開 拓 を 行 う

一 人 一 人 ⑤ 長 期 休 業 中 や ３ 年 生 補 習 の 出 席 率 が ％ ・ ど う し て 充 実 ・ 長 期 休 業 中 の 補 習 や90
の 生 徒 に 平 日 補 習 計 画 を 見 直 以 上 か つ 、 生 徒 ア ン し た も の と 為 ら 土 曜 学 校 開 放 の の 中 に



対 応 し た し 、 充 実 し た も の と ケ ー ト に よ る 補 習 満 足 Ｂ ２ ５ な い か を よ く 調 進 路 学 習 を 取 り 込 み 、
学 習 ・ 進 す る 度 ％ 以 上 査 し 、 改 善 し て 多 様 な Ⅰ 類 型 生 徒 に 魅70
路 指 導 い っ て 欲 し い 。 力 あ る も の に す る 。

互 い の 人 基 本 的 生 ⑥ 挨 拶 ・ 遅 刻 ・ 交 通 安 計 画 的 、 継 続 的 に 実 施 ・ 学 年 が 上 が る ・ 情 報 モ ラ ル を 含 め
権 を 尊 重 活 習 慣 の 全 ・ 服 装 ・ マ ナ ー 等 で き た か 。 に つ れ 評 価 が 上 た 、 モ ラ ル の 指 導 を 計
す る 集 団 確 立 と マ の 指 導 を 継 続 的 に 行 保 護 者 、 教 職 員 ア ン ケ Ｂ ５ ２ 昇 す る の は 指 導 画 的 に 進 め る 。
作 り ナ ー の 遵 う ー ト に よ り ％ 以 上 の 効 果 が 現 れ て70

守 の 肯 定 的 評 価 い る と 考 え ら れ
る 。

人 権 尊 重 ⑦ 人 権 ・ 同 和 教 育 Ｌ Ｈ 計 画 通 り に 実 施 で き た ・ 生 徒 ア ン ケ ー ・ 生 徒 た ち が 中 学 校 ま
と 信 頼 関 Ｒ ・ 人 権 に 関 す る 講 か 。 ト の Ｃ 、 Ｄ が で に 学 ん だ こ と を 踏 ま1/3
係 の 育 成 演 を 計 画 的 に 実 施 す 生 徒 ア ン ケ ー ト に よ る Ｂ ６ １ 以 上 あ る こ と が え て 「 全 体 計 画 」 の、

る ％ 以 上 の 肯 定 的 評 問 題 。 見 直 し を し 、 一 貫 性 の70
価 あ る 計 画 を 立 て る 。

生 徒 会 活 ⑧ 生 徒 会 に よ る 自 主 的 生 徒 、 教 職 員 、 保 護 者 ・ 学 園 祭 へ の 地 ・ 代 議 員 会 や 委 員 会 を
動 の 充 実 な 体 育 祭 ・ 文 化 祭 の ア ン ケ ー ト に よ る 域 の 方 々 の 参 加 適 宜 開 き 、 学 校 生 活 の80

企 画 、 運 営 を 行 う ％ 以 上 の 肯 定 的 評 価 Ａ ６ １ 促 す よ う な 取 り 問 題 に つ い て も 考 え さ
組 み を も っ と 行 せ る 。
っ た 方 が よ い 。

授 業 、 部 「 総 合 的 ⑨ 生 徒 、 教 職 員 、 ア ン ケ ・ 生 徒 の 関 心 や ・ 進 路 学 習 「 教 科全 体 計 画 の 見 直 し を 行 「 」、
活 動 、 体 な 学 習 の ー ト に よ る ％ 以 上 学 習 計 画 に 合 わ 横 断 「 共 同 学 習 」うと ともに 多様な 生徒、 80 」、
験 活 動 等 時 間 」 の の 肯 定 的 評 価 Ｂ １ ６ せ た 活 動 を 高 く を 柱 に 指 導 計 画 を 作 成類 型 に 応 じ た 企 画 、 運
の 中 で 、 充 実 評 価 す る 。 す る 。営を 工夫す る
生 徒 の
「 豊 か な ボ ラ ン テ ⑩ 町 内 校 内 清 掃 活 動 生 徒 の 延 べ 参 加 数 ５ ０ ・ 地 域 の 団 体 と ・ も う 少 し 地 域 で の 活、 、
心 」 の 醸 ィ ア 活 動 福 祉 施 設 、 保 育 所 訪 ０ 人 以 上 の コ ミ ュ ニ ケ ー 動 に 参 加 で き る よ う 計
成 の 推 進 問 等 の 積 極 的 な 参 加 Ａ ６ １ シ ョ ン を 密 に し 画 を 立 て る

を 促 す た 活 動 で あ っ て
欲 し い 。

学 校 経 営

開 か れ た 諸 活 動 の ⑪ Ｈ Ｐ を 週 間 毎 に 更 生 徒 、 教 職 員 、 保 護 者 ・ 学 校 便 り が 充 ・ の 保 護 者 閲 覧 頻1 HP
学 校 作 り 保 護 者 、 新 す る 。 ア ン ケ ー ト に よ る 実 し た 内 容 と な 度 を 高 め る た め 、 魅 力70

地 域 へ の 学 校 便 り (稲 田 が 丘 ％ 以 上 の 肯 定 的 評 価 Ａ ７ っ て い る 。 あ る 内 容 構 成 に つ と め）
情 報 発 信 を 毎 月 発 行 す る 。 ・ Ｈ Ｐ の 活 用 は る 。

新 し い 学 校 案 内 を 作 今 後 の 課 題 で あ
成 す る る 。

学 校 行 事 ⑫ 学 校 行 事 、 諸 活 動 に 地 域 、 保 護 者 の 学 校 行 ・ 学 校 活 動 の 有 ・ 諸 活 動 の 内 容 を、 PTA
諸 活 動 の 関 す る 情 報 発 信 を 行 事 、 諸 活 動 へ の 延 べ 参 線 放 送 に よ る 告 再 検 討 す る と と も に 、

〃 積 極 的 な い 、 保 護 者 並 び に 地 加 数 ４ ０ ０ 人 以 上 Ｂ ３ ４ 知 は 有 効 で あ っ 活 動 参 加 へ の 呼 び か け
公 開 域 か ら の 参 加 者 を 増 た 。 を 地 道 に 進 め る 。



や す

生 徒 募 集 中 高 連 携 ⑬ オ ー プ ン ハ イ ス ク ー 中 学 生 の 参 加 数 １ ０ ０ ・ 今 後 小 中 高 の ・ 中 学 生 向 け の 体 験 授
の 充 実 ル の 内 容 を 再 検 討 し 充 人 以 上 Ａ ５ ２ 一 貫 し た 取 り 組 業 や 生 徒 同 士 （ 中 高 ）

実 さ せ る み が 必 要 で あ る の 交 流 を の 時 間 を 設 け。
る な ど の 工 夫 を 行 う 。

⑭ 管 理 職 、 主 任 に よ る 在 校 生 の 出 身 中 学 に 最 ・ 訪 問 先 の 生 徒 ・ 学 校 訪 問 だ け で な
中 学 校 訪 問 を 行 う 低 １ 回 の 訪 問 Ｃ ３ ４ と の 交 流 等 も 行 く 、 学 校 説 明 会 等 の 内

〃 近 隣 の 中 学 校 に は 学 期 っ て み て は ど う 容 の 充 実 を 図 る 。
に ２ 回 以 上 の 訪 問 か 。

危 機 管 理 安 全 管 理 ⑮ 防 災 避 難 訓 練 ・ 危 機 計 画 通 り に 実 施 で き た ・ よ く 行 わ れ て ・ 緊 急 連 絡 用 メ ー ル シ
体 制 の 確 体 制 の 確 管 理 に 関 す る 研 修 、 か い る 。 ス テ ム を 構 築 し た が 、
立 立 安 全 点 検 を 計 画 的 に 生 徒 、 教 職 員 ア ン ケ 登 録 が 少 な い 。 緊 急 時

行 う 。 ー ト に よ る ％ 以 上 Ａ ５ ２ の 対 応 を ス ム ー ズ に 進70
新 型 イ ン フ ル エ ン ザ の 肯 定 的 評 価 め る た め に も 登 録 率 を
対 応 マ ニ ュ ア ル の 作 高 め た い 。
成 と 迅 速 な 対 応

評 価 基 準 （ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ ４ 段 階 ） Ａ ： 目 標 達 成 Ｂ ： ほ ぼ 達 成 Ｃ ： 達 成 ま で も う 一 歩 Ｄ ： 達 成 に 至 ら ず

評 価 項 目 「 ③ 家 庭 学 習 時 間 調 査 を 年 回 行 う 」 に つ い て の 学 校 評 価 委 員 の 意 見3

・ 高 校 生 に な っ て も 家 庭 学 習 の 仕 方 が わ か ら な い と 聞 き シ ョ ッ ク を 受 け た 。 小 中 か ら こ う い う 傾 向 が あ る こ と を ふ ま え て 今 後 の 対 応
を 図 っ て 欲 し い 。 普 通 科 の 高 校 生 で 家 庭 学 習 ２ 時 間 以 上 と い う 時 間 は 少 な い よ う に 思 わ れ る 。

・ 中 高 の 連 携 の 中 で 、 最 重 点 課 題 と し て の 取 り 組 み が 必 要 で あ る 。
・ 学 校 と し て の 取 り 組 み は 大 き い が 、 元 々 学 習 習 慣 が な い た め 今 の よ う な 状 況 で あ る 。 生 徒 へ の 動 機 付 け が 必 要 で あ る 。

学 校 運 営 全 般 を 通 し て

・ 毎 年 着 実 に 前 年 度 の 課 題 が 解 決 も し く は 改 善 さ れ て い く こ と を う れ し く 思 う 。 こ の よ う な 評 価 を 通 し て 努 力 目 標 が し っ か り と 見 え
て く る 。 た だ 、 現 在 の 評 価 は 数 値 に よ る 評 価 に と ど ま っ て い る よ う に 思 わ れ る の で 、 今 後 徹 底 し た 調 査 、 分 析 に 基 づ い た 目 標 設 定
や 改 善 策 が 必 要 で あ る 。

・ 中 山 間 地 と い う 学 習 環 境 面 で 都 市 部 に 比 べ て 劣 る 状 況 を 克 服 し 、 学 力 向 上 に 向 け て の 対 策 を 取 る 必 要 が あ る 。
・ 生 徒 減 少 の 中 、 少 し で も 生 徒 を 確 保 し て い く た め の 魅 力 あ る 学 校 づ く り 、 特 色 あ る 学 校 づ く り を こ れ ま で 以 上 に 取 り 組 ん で い く 必
要 が あ る 。

・ 総 合 的 に 努 力 す る 姿 勢 は 大 い に 評 価 で き る 。 そ れ ぞ れ の 課 題 点 、 問 題 点 、 改 善 点 を 冷 静 に 分 析 し て あ る の で 、 今 後 は さ ら に そ れ ら
を 上 積 み し 、 目 標 達 成 に 努 め て 欲 し い 。

・ 保 育 所 、 幼 稚 園 、 小 学 校 、 中 学 校 そ れ ぞ れ の 役 割 や 指 導 の 状 況 等 の 情 報 が ほ と ん ど 伝 わ っ て き て い な い 現 状 を 考 え る と 、 保 、 幼 、
小 、 中 、 高 が 一 堂 に 会 し 本 音 で 語 る 情 報 交 換 の 場 が 必 要 で は な い か 。

学 校 評 価 委 員 石 見 公 男 (自 治 会 長 ) 川 西 由 企 夫 (経 営 者 ) 西 間 木 公 孝 (牧 師 ) 渡 部 洋 子 (同 窓 会 )

内 田 功 （ 保 護 者 ） 勝 部 克 己 (横 田 中 教 頭 ) 城 市 則 子 (仁 多 中 教 頭 )


